
生命環境科学研究科

１ 生命環境科学研究科の活動
本研究科は，旧博士課程３研究科（地球科学・生物科学・農学）を統合し，新たに８専攻（地球環境科学・地球進化科

学・構造生物科学・情報生物科学・生命共存科学・国際地縁技術開発科学・生物圏資源科学・生物機能科学）に改組再編し
て発足以来，３年目を迎えた。
本年度は開設以来最初の課程博士学位申請者（学則70条対応）が予想されることから，その授与資格認定に係る取扱い細則

を策定整備した。また，全学施設整備計画の一環として新設された ｢総合研究棟A｣（平成14年11月竣工）のメインユーザー
として，同研究棟の研究教育設備機器等の導入整備を図るとともに，既存施設を含めた研究教育施設の利用計画を策定し，こ
れらの管理運営体制を整備した。さらに，生命と環境をキーワードとする基礎科学分野及び応用科学分野の調和的かつ先導的
な発展に寄与する研究者及び高度専門職業人の育成を図るため，教育課程及びカリキュラムの点検整備と合わせて，教員人事
の適正かつ迅速な処理を行うとともに，いくつかの専攻において連携大学院方式に係る新たな分野・科目を追加開設した。
別表に示すとおり，入学定員を大幅に越える新入学生を確保した（定員充足率：143％）。また，課程２年次生102名の修士
学位を認定するとともに，学外者12名の論文博士学位及び本研究科最初の６名の課程博士学位（学則70条対応）を認定した。
さらに，国際的な研究教育の推進を図るため，新規・継続を含む８つの部局間国際交流協定を活用し，研究者及び学生の活
発な交流を実施した。
一方，｢21世紀COE研究教育拠点形成事業｣ に参画すべく，専攻間の密接な連携による斬新なプログラムの創出を図った。

その結果，平成14年度募集においては，３件のプログラムを提案し，内１件が採択された。また平成15年度募集に対しては，
２件のプログラムを提案した。
さらに，平成15年度概算要求に学生定員増（１年次10名，３年次編入20名）を盛り込み，研究科の拡充を図った（内示決

定済）。また，平成16年度からの国立大学独立法人化に向けた全学的取組みの一環として，生命環境科学研究科関連分野内部
設計作業委員会のもとで，本研究科の改組再編の方向性について鋭意検討し，現行の５年一貫制から前後期区分制への移行
を骨子とする中期目標・中期計画の再編改革素案を策定した。
２ 教員の教育業績評価の状況
平成12年度に発足した本研究科の教員人事は，平成16年度まで大学設置審議会の審査対象となっている。従って，教員の

教育業績評価は基本的に大学設置審議会による審査とその評価結果に準拠している。その運用上の実を上げるため，各専攻
の特質に配慮した観点から，関連学系組織との協議のもとに，研究科人事選考委員会において教育業績評価のあり方につい
て検討を行った。
３ 自己評価と課題
研究科内組織運営上の諸規則の点検整備により，教育及び研究の実施体制は円滑に機能しつつある。教員及び学生の研究活
動も活発であり，研究科としての一体感も着実に醸成されつつある。とりわけ，21世紀COE研究教育拠点形成事業への熱意あ
る積極的取組みは，採否は別にして，異分野研究者の連携による新たな研究プロジェクトの創出の可能性を予感させるもので
ある。一方，研究科は部局化されたものの，研究教育支援体制は旧来組織系統のそれに依存したままであり，学生収容定員の
年次増加につれて種々の不整合が増幅顕在化してきた。とくに，専攻組織の事務支援体制の確立とそれに対応した情報集約体
制の整備が喫緊の課題であり，法人化に向けた全学管理運営体制の見直しの一環として早急に対応策が講ぜらるべきである。
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・ ｢学位授与数｣ の欄の ｢博士課程修士｣ は，中間評価の合格者数を示す。
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